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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
と
い
う
大
き
な
節
目
の
年
を
迎

え
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
当
会
の
運
営
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の

御
支
援
、
御
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
を
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
林
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
木
材
価
格

の
低
迷
、
林
業
生
産
活
動
の
停
滞
、
労
働
力
の
減

少
な
ど
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
明
る
い
兆
し
が
な

か
な
か
見
え
て
来
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

様
な
状
況
の
下
、
循
環
型
社
会
の
構
築
や
国
際
的

な
課
題
で
あ
る
「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
の
推

進
が
緊
急
か
つ
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
国
に
お
い
て
は
、
林
政
審
議
会

の
報
告
「
新
た
な
林
政
の
展
開
方
向
」
を
受
け
、

昨
年
十
二
月
、
「
林
政
改
革
大
綱
」
を
取
り
ま
と

め
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
大
綱
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
木
材
生
産
を
主
体
と
し
た
政
策
を
見
直
し
、
森

林
の
多
様
な
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
を
図
る
た
め

の
政
策
に
再
構
築
し
、
民
有
林
・
国
有
林
を
通
じ

て
「
持
続
可
能
な
森
林
経
営
」
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
、
多
様
な
機
能
の
持
続
的
発
揮
の
た
め
の
適

切
な
森
林
の
管
理
、
森
林
資
源
の
持
続
的
利
用
を

担
う
林
業
・
木
材
産
業
の
発
展
、
山
村
の
振
興
を

基
本
と
し
て
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
県
に
お
い
て
は
、
岡
山
の
森
林
・
林
業

の
あ
る
べ
き
姿
や
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
の
道
筋
を
明
ら
か
に
し
た
「
岡
山
二
十

一
世
紀
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
さ
れ
た

　新年のごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　岡山県林業改良普及協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　F　宮　　　明

BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB

BBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBBB

ほ
か
、
緑
豊
か
で
健
全
な
森
づ
く
り
を
県
民
参
加

で
推
進
す
る
た
め
の
「
お
か
や
ま
森
づ
く
り
県
民

基
金
」
を
創
設
さ
れ
、
共
生
の
森
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備
が
始
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
が
実
り
あ
る
成
果
を
も
た
ら
す

た
め
に
は
、
「
人
づ
く
り
」
を
基
本
と
す
る
林
業

普
及
指
導
事
業
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
真

価
が
問
わ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
り
ま
す
。
自
ら
の

意
識
改
革
と
、
よ
り
一
層
の
資
質
向
上
を
図
り
、

二
十
一
世
紀
の
森
林
・
林
業
・
山
づ
く
り
へ
の
地

域
か
ら
の
期
待
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
普
及
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の

施
策
が
各
地
域
に
浸
透
し
、
林
業
・
木
材
産
業
が

再
び
活
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
で
き

る
限
り
の
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
森
林
は
、
木
材
生
産
の
ほ
か
水
資
源
の
か
ん

養
、
災
害
の
防
止
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
球
温

暖
化
防
止
の
鍵
を
握
る
重
要
な
資
源
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
森
林
を
適
正
に
維
持
管
理
し
、
よ
り
良

い
姿
で
未
来
に
引
き
継
ぐ
こ
と
は
、
私
た
ち
の
使

命
で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
成
し
遂
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
新
世
紀

に
夢
を
託
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
ま
す
ま
す
御

活
躍
さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
皆
様
方
を
は

じ
め
、
林
業
・
木
材
産
業
界
に
と
り
ま
し
て
、
飛

躍
の
年
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



平成13年１月１日 り　ん　せ　い 第 355 号

　

－ 3 －

　
多
様
で
豊
か
な
森
林
を
次
世
代
へ

引
き
継
ぐ
た
め
に
は
、
森
林
・
林
業

の
役
割
と
重
要
性
に
つ
い
て
、
皆
様

の
理
解
を
得
な
が
ら
、
皆
様
の
意
識

を
反
映
し
た
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
様
と
一
体
と
な
っ
て
推

進
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

◎
生
産
性
の
高
い
林
業
を
推
進
し
、

山
村
を
振
興
し
ま
す
。

○
生
産
性
の
向
上
に
よ
る
林
業
生
産

活
動
の
活
性
化

・
収
益
性
の
確
保
が
期
待
さ
れ
る
地

域
で
は
、
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る

機
械
化
や
作
業
道
な
ど
の
路
網
の
整

備
を
重
点
的
に
推
進
し
ま
す
。

・
路
網
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
作

業
道
を
積
極
的
に
開
設
し
、
林
道
の

開
設
を
必
要
最
小
限
と
す
る
な
ど
、

コ
ス
ト
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

・
林
業
生
産
活
動
の
活
性
化
を
図
る

た
め
、
森
林
組
合
、
素
材
生
産
業
者

等
の
林
業
事
業
体
を
育
成
強
化
す
る

と
と
も
に
林
業
労
働
力
の
確
保
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

○
多
様
な
林
業
経
営
の
展
開

・
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま
え

た
上
で
、
特
用
林
産
の
振
興
や
農
林

業
経
営
の
多
角
化
を
通
じ
て
、
多
様

な
林
業
経
営
を
展
開
し
ま
す
。

○
自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
た
森

林
施
業
の
推
進

・
未
だ
育
成
途
上
に
あ
る
森
林
の
間

伐
を
緊
急
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る

と
同
時
に
、
長
伐
期
施
業
や
針
広
混
交

林
の
造
成
な
ど
自
然
環
境
の
保
全
に
配

慮
し
た
森
林
施
業
を
推
進
し
ま
す
。

◎
循
環
資
源
で
あ
る
木
材
利
用
を
推

進
し
ま
す
。

○
人
と
環
境
に
優
し
い
木
材
利
用
の

推
進

・
優
れ
た
木
材
の
性
質
や
県
産
材
の

良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
い
、
木
材

利
用
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
環
境
に
配
慮
し
た
林
業
経
営
へ
の

取
組
に
理
解
を
示
す
グ
リ
ー
ン
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
を
育
成
し
、
県
産
材
の

地
域
循
環
利
用
を
推
進
し
ま
す
。

岡
山
二
十
一
世
紀
森
林
・
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
　
④�

施
策
の
基
本
方
針
と
推
進
方
向
　
①�

�

◎ 今後10年間の施策の基本方針

①林業生産活動を通じた木材資源の確保

　・生産性の高い林業を推進し、山村を振興します

　・循環資源である木材利用を推進します

②森林とのふれあいを通じた心の豊かさとゆとりの確保

　・県民の直接参加による森林づくりを推進します

③自然環境の保全を通じた公益的機能の確保

　・自然力を活用し、森林を保全します

高性能林業機械

＊
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
と
は
環
境

へ
の
影
響
を
重
視
す
る
消
費
者
の
こ
と
。

○
木
材
製
品
の
品
質
の
向
上

・
製
材
品
の
乾
燥
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
（
日
本
農
林
規
格
）

制
度
の
普
及
と
品
質
管
理
の
徹
底
を

進
め
ま
す
。

○
木
材
の
安
定
供
給

・
木
材
需
給
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備

に
よ
り
取
引
の
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
拠
点
施
設
や
機
械
整
備
の
高
度

化
を
通
じ
て
県
産
材
の
低
コ
ス
ト
安

定
供
給
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）
　

林
政
課
計
画
係 木 造 住 宅
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普
及
指
導
最
前
線

　
緊
急
間
伐
推
進
計
画
の
実
施

勝
英
普
及
指
導
区
　

一
　
は
じ
め
に

　
平
成
十
二
年
度
か
ら
平
成
十
六
年

度
の
五
ヵ
年
間
に
緊
急
か
つ
計
画
的

に
間
伐
を
推
進
す
る
こ
と
が
定
め
ら

れ
、
当
普
及
指
導
区
に
お
い
て
も
年

度
当
初
か
ら
普
及
重
点
事
項
に
位
置

付
け
る
と
と
も
に
、
九
月
に
は
勝
英

地
域
緊
急
間
伐
対
策
本
部
が
設
立
さ

れ
、
一
六
、
〇
〇
〇
㌶
の
間
伐
対
象

森
林
の
う
ち
三
、
六
〇
〇
㌶
（
五
ヵ

年
間
）
の
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

二
　
取
組
の
イ
メ
ー
ジ

　
間
伐
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
こ

の
地
域
で
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
材
価
の
低
迷
等
の
マ
イ
ナ
ス

要
因
が
大
き
く
、
森
林
所
有
者
の
経

営
意
欲
の
減
退
が
、
推
進
を
妨
げ
て

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
次
の
図
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
方
策
に
よ
っ
て
計
画
を
遂
行
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

三
　
具
体
的
な
事
例

　
図
の
う
ち
「
森
林
施
業
コ
ン
ク
ー

ル
」
「
間
伐
材
の
利
用
促
進
」
及
び

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
伐
」
は
、
当
普

及
指
導
区
の
独
自
色
も
盛
り
込
ま
れ

た
取
組
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
森
林
施
業
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
森
林
所
有
者
の
意
識
啓
発
を
図
る

た
め
に
本
年
度
か
ら
勝
英
地
域
農
林

業
圏
整
備
推
進
協
議
会
（
事
務
局
勝

英
地
方
振
興
局
農
林
水
産
事
業
部
）

の
主
催
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
審
査
は
、
「
立
木
の
形
状
比
」
や

「
下
層
植
生
の
状
況
」
等
の
基
準
か

ら
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

現
在
、
Ａ
Ｇ
に
よ
っ
て
応
募
林
分
の

一
次
審
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
間
伐
材
の
利
用
促
進
」

　
本
年
度
、
林
業
構
造
改
善
事
業
で

西
粟
倉
村
森
林
組
合
に
導
入
さ
れ
た

丸
棒
加
工
施
設
を
活
用
し
、
管
内
で

生
産
さ
れ
る
間
伐
材
の
有
効
利
用
を

図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
丸
棒
は
、
六
〜
二
十
㌢
の
径
で
、

現
在
、
支
柱
、
柵
等
を
製
造
し
て
い

ま
す
が
、
当
普
及
指
導
区
も
実
証
課

題
と
し
て
取
り
上
げ
、
需
要
拡
大
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
伐
」

　
間
伐
推
進
強
調
月
間
の
十
一
月
、

十
二
月
に
「
美
し
い
森
づ
く
り
保
育

の
つ
ど
い
」
、
「
お
か
や
ま
共
生
の

森
で
の
森
林
活
動
」
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
参
加
者
を
募
集
し
て
間
伐
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ど
ち
ら
も
、
約
五
十
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
が
あ
り
、
Ａ
Ｇ
の
指

導
の
も
と
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

四
　
今
後
の
取
組

　
従
業
実
績
の
約
一
・
五
倍
の
目
標

を
達
成
す
る
に
は
、
こ
う
し
た
取
組

を
進
め
る
一
方
、
搬
出
・
集
積
の
コ

ス
ト
低
減
を
図
る
こ
と
が
ど
う
し
て

も
必
要
で
す
。

　
当
普
及
指
導
区
で
は
、
零
細
な
規

模
の
森
林
所
有
者
が
大
多
数
を
占
め

る
と
い
っ
た
困
難
な
条
件
を
町
村
、

森
林
組
合
と
の
連
携
を
強
め
て
何
と

か
克
服
し
、
列
状
間
伐
な
ど
の
効
率

的
な
技
術
の
普
及
に
も
力
を
入
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

ボランティア間伐

技術の向上を図る�

有効利用を図る�

実態を広く理解してもらう�

間伐講習会� ボランティア間伐�

緊急間伐推進計画�

勝英地域緊急�
間伐推進本部�

間伐材の利用促進�

気運を高める�

森林施業コンクール�
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特
別
研
究
員

特
別
研
究
員�

抵
抗
性
マ
ツ
と
は

抵
抗
性
マ
ツ
と
は�

　
　
林
業
試
験
場

　
　
林
業
試
験
場�

丹
　
原
　
哲
　
夫

丹
　
原
　
哲
　
夫�

  

特
別
研
究
員�

抵
抗
性
マ
ツ
と
は�

丹
　
原
　
哲
　
夫�

　
　
林
業
試
験
場�

　
は
じ
め
に

　
岡
山
県
で
は
昭
和
五
三
年
か
ら
国

（
農
林
水
産
省
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
）
と
近
畿
以
西
の
各
県
と
共
同

で
抵
抗
性
育
種
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
平
成
十
三

年
度
か
ら
抵
抗
性
ア
カ
マ
ツ
の
種
子

を
一
般
造
林
用
と
し
て
苗
木
生
産
者

に
供
給
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
抵
抗
性
マ
ツ

を
過
小
で
も
な
く
、
過
大
で
も
な
く

適
正
に
評
価
し
て

利
用
す
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
安
易

な
利
用
は
混
乱
を

招
く
だ
け
で
な

く
、
抵
抗
性
マ
ツ

そ
の
も
の
の
短
命
化
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
抵
抗
性
育
種
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
抵
抗
性
育
種
の
概
要

　
こ
の
育
種
は
選
抜
育
種
法
で
あ

り
、
早
期
検
定
を
絡
め
て
い
る
点
が

大
き
な
特
徴
で
す
。
昭
和
五
三
年
〜

六
〇
年
に
激
害
林
に
残
存
し
て
い
た

ア
カ
マ
ツ
一
一
、
四
四
六
本
、
ク
ロ

マ
ツ
一
四
、
六
二
〇
本
の
健
全
木
を

選
び
、
こ
れ
ら
の
つ
ぎ
木
苗
に
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
人
工
接
種
し

て
、
抵
抗
性
の
高
い
個
体
を
選
び
出

し
ま
し
た
。
接
種
検
定
は
ま
ず
選
抜

を
実
施
し
た
県
で
実
施
し
、
次
に
そ

の
合
格
木
に
つ
い
て
再
度
林
木
育
種

セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
ア
カ
マ
ツ
九
二
個
体
、
ク
ロ

マ
ツ
一
六
個
体
が
抵
抗
性
個
体
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
（
図
―
一
）
。

　
岡
山
県
で
は
昭
和
六
〇
〜
六
二
年

に
そ
の
抵
抗
性
個
体
に
よ
っ
て
ア
カ

マ
ツ
一
・
〇
㌶
、
ク
ロ
マ
ツ
〇
・
五
㌶

の
採
種
園
を
林
業
試
験
場
に
造
成

し
、
平
成
三
年
か
ら
は
種
子
生
産
が

可
能
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
ま
で
見

本
林
や
治
山
事
業
等
に
試
験
的
に
苗

を
供
給
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
併

行
し
て
、
平
成
七
〜
一
一
年
に
採
種

園
の
母
樹
別
に
育
苗
し
た
苗
に
マ
ツ

ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
接
種
し
、
母

樹
別
の
抵
抗
性
を
検
証
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
か
ら
、
ア
カ
マ
ツ
に

つ
い
て
上
位
一
六
の
母
樹
か
ら
の
種

子
を
「
抵
抗
性
マ
ツ
」
と
し
て
一
般

に
供
給
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な

お
、
ク
ロ
マ
ツ
に
つ
い
て
は
安
定
的

種
子
生
産
の
段
階
に
達
し
て
い
な
い

こ
と
、
及
び
ア
カ
マ
ツ
に
比
べ
抵
抗

性
レ
ベ
ル
が
低
く
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
現
段
階
で
は
検
討
課
題
と
し
ま

し
た
。

　
抵
抗
性
マ
ツ
は
ど
の
程
度
強
い
か

　
接
種
試
験
の
結
果
か
ら
、
抵
抗
性

マ
ツ
と
一
般
マ
ツ
の
健
全
率
の
比
較

を
図
―
二
に
示
し
ま
す
。
こ
こ
で
、

健
全
率
は
全
く
被
害
を
受
け
な
か
っ

た
個
体
の
割
合
を
表
し
ま
す
。

　
抵
抗
性
マ
ツ
と
言
え
ど
も
、
抵
抗

性
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
た

だ
、
被
害
の
程
度
が
一
般
マ
ツ
に
比

べ
て
小
さ
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
今
ま
で
の
伐

倒
駆
除
等
の
防
除
技
術
と
併
用
し
て

利
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
被
害
の
程
度
は
気
象
条
件
等
と

の
関
係
で
、
試
験
の
実
施
年
に
よ
っ

て
も
大
き
く
異
な
り
ま
し
た
。
健
全

率
が
小
さ
か
っ
た
試
験
年
ほ
ど
、
抵

抗
性
マ
ツ
と
一
般
マ
ツ
の
被
害
の
差

は
大
き
く
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
し

た
。
傾
向
線
で
推
定
し
た
と
き
、
一

般
マ
ツ
の
健
全
率
が
約
二
〇
％
の
と

き
抵
抗
性
マ
ツ
の
健
全
率
は
約
六
〇

％
で
し
た
。

図－１　抵抗性個体の選抜位置図
3　アカマツ　　2　クロマツ

図－２　一般マツと抵抗性マツの比較（健全率）
一般マツ　　　抵抗性マツ
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久
米
郡
中
央
町
の
二
上
山
（
標
高

六
八
九
・
二
㍍
）
の
中
腹
に
、
両
山

寺
と
い
う
中
世
の
密
教
寺
院
が
あ
り

ま
す
。
「
二
上
杉
」
は
そ
の
境
内
、

本
堂
の
脇
に
大
き
く
そ
び
え
立
っ
て

い
ま
す
。

　
推
定
樹
齢
一
〇
〇
〇
年
、
目
通
り

周
囲
七
・
〇
㍍
、
樹
高
四
〇
㍍
と
、

樹
齢
・
大
き
さ
と
も
に
、
津
山
名
木

百
選
ベ
ス
ト
三
に
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　
地
上
高
二
・
五
㍍
付
近
か
ら
四
方

八
方
に
幾
重
も
太
い
枝
が
張
り
だ

し
、
お
互
い
に
高
さ
を
競
い
合
う
よ

う
に
伸
び
、
猛
々
し
い
姿
で
す
。
全

体
を
見
よ
う
と
す
る
と
、
本
堂
か
ら

道
を
挟
ん
で
仁
王
門
の
辺
り
ま
で
離

れ
な
い
と
見
え
ま
せ
ん
。

　
本
堂
東
脇
か
ら
遊
歩
道
を
登
る

と
、
も
う
一
本
「
二
上
神
社
の
大

杉
」
が
あ
り
、
双
方
と
も
町
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
仁
王
門
の
周
囲
に
数
本
の

ア
カ
ガ
シ
の
大
樹
が
生
育
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
大
き
い

仁
王
門
横
の
ア
カ
ガ
シ
は
推
定
樹
齢

六
〇
〇
年
、
目
通
り
周
囲
三
・
六
㍍
、

樹
高
一
九
㍍
で
、
津
山
名
木
百
選
に

選
ば
れ
て
い
ま
す
。
周
辺
地
区
の
社

寺
等
に
も
カ
シ
類
の
老
木
・
巨
木
が

多
く
、
生
育
に
適
し
た
地
域
で
あ
る

こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
寺
の
敷
地
を
中
国
自
然
歩
道
が
通

過
し
、
背
後
の
社
叢
に
は
遊
歩
道
が

巡
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
社
叢
に

ブ
ナ
が
点
在
生
育
し
て
お
り
、
県
立

森
林
公
園
の
ブ
ナ
に
も
引
け
を
取
ら

な
い
大
木
も
あ
り
ま
す
。
久
米
郡
で

ブ
ナ
は
大
変
珍
し
く
、
県
内
南
限
の

可
能
性
も
あ
り
、
県
自
然
保
護
セ
ン

タ
ー
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
稚
樹
が
み
ら
れ
な
い
の

で
、
保
護
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
「
あ
ま
ん
じ
ゃ
く
の
重
ね

岩
」
と
い
う
、
大
小
の
岩
石
が
多
数

散
乱
し
て
い
る
場
所
が
あ
り
、

「
昔
、
天
の
邪
鬼
が
天
に
輝
く
星
を

と
ろ
う
と
、
村
中
の
岩
や
石
を
高
く

積
み
上
げ
た
が
、
あ
と
わ
ず
か
の
と

こ
ろ
で
崩
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う

伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
両
山
寺
で
は
、
「
護
法
祭
」
と
い

う
全
国
で
も
久
米
郡
だ
け
に
残
る
有

名
な
奇
祭
が
七
〇
〇
年
以
上
続
い
て

い
ま
す
。
一
週
間
の
修
行
の
の
ち
に

神
が
乗
り
移
っ
た
山
伏
「
護
法
実

（
ご
ほ
う
ざ
ね
）
」
が
祭
り
の
深

夜
、
独
特
の
ス
タ
イ
ル
で
境
内
を
駆

け
回
り
ま
す
。
神
が
人
の
体
を
借
り

て
遊
ぶ
と
い
う
こ
と
で
、
「
お
遊

び
」
と
呼
ば
れ
、
観
客
は
神
秘
的
な

「二上杉」の枝張り

感
覚
を
受
け
る
そ
う
で
す
。

　
両
山
寺
付
近
は
、
棚
田
が
多
く
、

ほ
の
ぼ
の
と
味
わ
い
深
い
中
山
間
の

農
村
風
景
が
楽
し
め
る
地
域
で
、
農

村
型
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
整
備
さ
れ
た

宿
泊
施
設
「
上
尾
邸
」
「
二
上
山

荘
」
が
あ
り
ま
す
。

　
車
で
は
、
国
道
五
三
号
線
を
Ｊ
Ｒ

亀
の
甲
駅
付
近
か
ら
県
道
久
米
建
部

線
へ
入
り
、
看
板
を
目
印
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

Ag

（
久
米
普
及
指
導
区
　
小
川
章
子
）

両山寺のアカガシ

11
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「
美
し
い
森
づ
く
り

講
演
会
」の
開
催
　

　
美
し
い
森
づ
く
り
推
進
会
議
（
県

下
九
つ
の
美
し
い
森
づ
く
り
の
会
で

構
成
）
で
は
、
森
林
の
役
割
や
、
こ

れ
か
ら
の
森
づ
く
り
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
考
え
る
た
め
、
次
の
と
お

り
「
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

一
　
日
　
時

　
　
平
成
十
三
年
一
月
二
九
日（
月
）

‥

‥

　
　
一
三
　
三
〇
〜
一
五
　
三
〇

二
　
場
　
所

　
　
ま
き
び
会
館

三
　
講
　
師

な
か
が
わ

し
げ
と
し

　
　
中
川
　
重
年

　
　
（
神
奈
川
県
自
然
環
境
保
全
セ

ン
タ
ー
研
究
部
専
門
研
究
員
）

【
演
題
】

　
「
森
の
手
入
れ
、
森
の
遊
び
」

四
　
定
　
員
　
　
二
〇
〇
名

五
　
参
加
料
　
　
無
料

六
　
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
　
県
庁
林
政
課

　
　
　
美
し
い
森
づ
く
り
推
進
班

/
　 

〇
八
六
―
二
二
六
―
七
四
五
二

 

第
五
十
一
回
日
本
林
学
会

 

関
西
支
部
、
日
本
林
業
技
術

 

協
会
関
西
・
四
国
支
部
連
合
会

 

合

同

大

会

の

開

催

　
去
る
十
月
二
十
七
日
、
二
十
八
日

の
両
日
、
二
〇
〇
〇
年
と
い
う
歴
史

的
な
節
目
の
年
の
開
催
と
な
る
、
第

五
十
一
回
日
本
林
学
会
関
西
支
部
と

日
本
林
業
技
術
協
会
関
西
・
四
国
支

部
連
合
会
と
の
合
同
大
会
が
約
二
百

三
十
人
の
参
加
を
得
ま
し
て
、
岡
山

市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
ま
き
び
会
館
に
お
い

て
、
各
支
部
総
会
、
合
同
大
会
総
会

が
開
催
さ
れ
、
そ
の
あ
と
「
古
代
吉

備
文
化
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
く

ら
し
き
作
陽
大
学
食
文
化
学
部
教

授
・
河
本
清
先
生
に
よ
る
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
二
日
目
は
、
会
場
を
岡
山
大
学
農

学
部
に
移
し
て
、
「
林
政
」
「
経

営
・
利
用
・
緑
地
」
「
立
地
」
「
造

林
」
「
育
種
・
特
産
」
「
保
護
」

「
防
災
」
の
七
つ
の
会
場
に
分
か

れ
、
日
頃
の
研
究
成
果
に
つ
い
て
計

六
十
七
課
題
の
発
表
が
な
さ
れ
、
熱

心
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
山
下
秀
喜
）合同大会総会

林
政
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

　
林
政
課
で
は
、こ
の
た
び
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ (http://w

w
w

. pref.
o

k
ay

am
a.jp

/n
o

rin
/rin

sei/
rinsei. htm

l

）
を
全
面
改
装
し
ま
し

た
。
課
の
業
務
内
容
や
県
内
の
森

林
・
林
業
の
デ
ー
タ
、
森
林
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
情
報
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て
は

随
時
更
新
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
▼
▼
お
知
ら
せ
▲
▲
▲
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の
た
め
、
特
に
乾
燥
材
の
生
産
に

意
を
注
ぎ
、
今
日
の
美
作
材
産
地

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰
【
林
業
】
》

清
水
　
幸
三
（
吉
井
町
周
匝
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
理
事

②
主
な
功
績

・
永
年
、
地
元
産
材
を
中
心
に
し
た

製
材
を
行
い
、
県
産
材
の
需
要
拡

大
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
木
材
同
業
組
合
の
合
併
を
成

し
遂
げ
る
な
ど
林
業
・
林
産
業
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

長
畑
　
州
三
（
奈
義
町
高
円
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
山
林
種
苗
協
同
組
合
理
事

②
主
な
功
績

・
県
下
最
大
の
苗
木
生
産
団
地
で
あ

る
豊
並
樹
苗
生
産
組
合
の
組
合
長

と
し
て
、
ま
た
、
岡
山
県
山
林
種

苗
協
同
組
合
理
事
と
し
て
、
岡
山

県
の
造
林
事
業
及
び
環
境
緑
化
の

推
進
に
貢
献
し
て
い
る
。

井
原
　
敬
典
（
勝
山
町
若
代
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
指
導
林
家

　
平
成
十
二
年
十
一
月
十
一
日
、
勝

央
町
の
お
か
や
ま
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
　
ノ
ー
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

で
開
か
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
交
流
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
、
永
年
農

林
漁
業
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
方
々

の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
の
林
業
関
係
受
賞
者
の

概
要
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

第
三
十
三
回
岡
山
県
農
林
漁
業
功
労

者
表
彰

《
知
事
表
彰
【
林
業
】
》

山
名
　
茂
夫
（
美
作
町
楢
原
上
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
山
林
種
苗
協
同
組
合
理
事

②
主
な
功
績

・
永
年
に
わ
た
り
優
良
種
苗
の
生
産

に
取
り
組
み
、
戦
後
の
荒
廃
し
た

森
林
の
復
旧
に
尽
力
す
る
と
と
も

に
、
育
苗
技
術
の
向
上
と
発
展
を

図
り
、
率
先
し
て
組
合
員
を
指
導

し
、
山
林
種
苗
生
産
事
業
に
貢
献

し
て
い
る
。

豆
原
　
恒
夫
（
久
世
町
台
金
屋
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
山
林
種
苗
協
同
組
合
理
事

②
主
な
功
績

・
五
十
年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
、

終
始
一
貫
し
て
優
良
種
苗
の
生
産

に
取
り
組
み
、
地
域
の
種
苗
生
産

活
動
を
リ
ー
ド
す
る
と
と
も
に
、

山
行
苗
木
の
安
定
供
給
を
行
う
な

ど
地
域
林
業
の
推
進
に
貢
献
し
て

い
る
。

志
水
　
　
勇
（
津
山
市
二
宮
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
理

事
②
主
な
功
績

・
素
材
の
正
量
取
引
に
よ
る
信
頼
性

の
高
揚
と
素
材
の
安
定
供
給
に
取

り
組
み
、
多
大
な
成
果
を
上
げ

た
。
ま
た
、
良
質
材
の
安
定
供
給

平
成
十
二
年
度

平
成
十
二
年
度�

　 

農
林
漁
業
功
労
者

農
林
漁
業
功
労
者�

　
　
　
　  

表
彰
等
受
賞
者
の
紹
介

表
彰
等
受
賞
者
の
紹
介�

平
成
十
二
年
度�

　 

農
林
漁
業
功
労
者�

　
　  

表
彰
等
受
賞
者
の
紹
介�
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②
主
な
功
績

・
自
ら
合
理
的
な
施
業
を
実
践
し
、

素
材
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
努
め

る
と
と
も
に
、
岡
山
県
指
導
林
家

と
し
て
林
業
技
術
の
普
及
啓
発
と

林
業
後
継
者
の
育
成
指
導
に
あ
た

る
な
ど
、
地
域
林
業
の
振
興
に
貢

献
し
て
い
る
。

《
農
林
水
産
部
長
表
彰

【
団
体
指
導
】
》

實
村
　
正
延
（
落
合
町
上
河
内
）

①
主
な
役
職

・
元
真
庭
森
林
組
合
専
務
理
事

②
主
な
功
績

・
永
年
に
わ
た
り
、
一
貫
し
て
森
林

林
業
の
振
興
業
務
に
従
事
し
、
昭

和
五
十
年
に
は
当
時
と
し
て
は
数

少
な
い
森
林
組
合
の
大
型
広
域
合

併
に
大
い
に
貢
献
し
、
真
庭
の
林

業
の
礎
を
築
い
た
。

鈴
鹿
　
正
志
（
中
央
町
原
田
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
木
材
組
合
連
合
会
副
会
長

②
主
な
功
績

・
国
産
材
の
需
要
拡
大
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
木
材
産
業
の
発
展
に

大
き
く
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
自

ら
が
範
を
示
し
地
域
材
を
加
工
す

る
特
徴
の
あ
る
製
材
工
場
作
り
を

指
導
し
、
美
作
材
産
地
の
育
成
に

尽
力
し
て
い
る
。

鳥
越
　
康
生
（
久
世
町
台
金
屋
）

①
主
な
役
職

・
岡
山
県
木
材
協
同
組
合
連
合
会
副

会
長

②
主
な
功
績

・
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
し

た
木
材
人
工
乾
燥
施
設
、
需
用
開

発
セ
ン
タ
ー
、
勝
山
木
材
ふ
れ
あ

い
会
館
な
ど
の
設
置
・
管
理
・
運
営

に
尽
力
す
る
な
ど
、
県
北
の
木
材

産
業
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
平
成
十
二
年
十
一
月
二
十

二
日
、
東
京
都
　
三
会
堂
ビ
ル
に
お

い
て
、
第
三
十
九
回
農
林
水
産
祭
参

加
全
国
林
業
経
営
推
奨
行
事
の
表
彰

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
岡
山
県
関
係

の
入
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

《
林
野
庁
長
官
賞
》

美
甘
　
宣
嘉
（
湯
原
町
見
明
戸
）

― 

林
業
経
営
の
特
徴 

―

　
優
良
柱
材
の
生
産
を
目
標
に
、
保

育
管
理
を
徹
底
し
て
行
い
、
ま
た
、

経
営
基
盤
の
拡
充
を
行
う
と
と
も

に
、
自
力
で
作
業
道
を
効
率
よ
く
開

設
し
て
い
る
。

《
全
国
林
業
改
良
普
及
協
会
長
賞
》

福
原
　
達
夫
（
勝
北
町
新
野
東
）

― 

林
業
経
営
の
特
徴 

―

　
収
益
性
、
作
業
効
率
の
向
上
に
つ

い
て
検
討
を
重
ね
、
間
伐
、
択
伐
は

全
て
列
状
に
行
い
、
葉
枯
ら
し
後
、

簡
易
搬
出
機
で
集
材
す
る
な
ど
工
程

を
工
夫
し
て
い
る
。

（
林
業
専
門
技
術
員
　
吉
岡
哲
哉
）
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林　　産　　物　　市　　況

－10－

　

編
集
後
記

○
新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
二
十
一
世
紀
の
幕
開
け
の
年
、
希

望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
も

「
林
声
」を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
本
紙
の
お
知
ら
せ
で
も
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
林
政
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
が
全
面
的
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。

○
次
回
は
、
三
月
一
日
発
行
予
定
で

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｂ
）

　製　　　  材  （12月中旬）�

杉　正　角　３c 


寸法 


6.0


7.5


9.0


〃�

10.5


〃 


〃 


〃 


12.0


〃 


〃�

長　　　サ　４c


6.0


9.0


〃 


10.5


12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�




安値－高値

（千円）


23－25


18－20


15－16


18－20


25－30


35－40


55－60


70－80


33－40


50－60


60－70





33－38


18－20


22－25


38－40


38－40

桧　正　角　３c 


寸法 


6.0


7.5


9.0


〃 


10.5


〃 


〃 


〃 


12.0


〃 


〃�

長　　　サ　４c


6.0


9.0


〃 


10.5


12.0

�

等級�

一等�

一等�

上一�

一等�

一等�

特等�

上小�

無節�

特等�

上小�

無節�

�

一等�

上一�

一等�

特等�

特等�




安値－高値

（千円）


38－43


28－30


16－18


23－25


60－65


65－70


110－130


180－200


72－83


110－150


180－200





40－48


23－25


35－40


70－75


70－75

桧　長　柱　６c 


寸　法


10.5


12.0


〃　�

13.5


〃　�

ラ　　ス　　板�

２m

1.2×  9.0

３m

1.2×  9.0

２m

1.5×10.5

２m

0.9×24.0

２m

1.5×21.0


造　　作　　材�

杉４m

3.0×  3.0

杉４m

4.0×  4.5

杉４m

4.5×10.5

桧４m

4.5×10.5

桧４m

4.5×10.5

�

等級�

特等�

特等�

上小�

特等�

上小�

�

�

�

�

�

�

�

無節�

無節�

無節�

上小�

無節�




安値－高値 

（千円） 


60－70


110－115


120－130


90－95


100－120





18－22


20－23


23－25


65－70


30－40





（本）0.8－１ 


（本）1.2－２ 


180－200


150－200


200－250

　木　材（12月中旬）�

　乾しいたけ（11月中旬）�

長さ�
�

３m

�
�
�
４m

�
�
６m

径（b）�
７－12


13

14－16

18上 

７－12

11－13

14－16

18上 


14－16

18－20

杉（千円）�
5

－ 

16

17

7

－ 

－ 

14

－ 

－�

桧（千円）�
6


25

38

39

8

－ 

35

32

58

48

松（千円）�
－ 

－ 

－ 

15

－ 

－ 

－ 

23

－ 

－ 


価格�
名柄別�
香 信 大 葉 �
  〃    中  葉�
   〃      小   葉�
バ レ 大 葉 �
   〃      中   葉�
ス ラ イ ス �
香 茹 �
上 冬 茹 �
並 〃 �
並 並 〃 �
小 玉 〃 �
格 外 品 �

価格o当り（百円）�
平　均�

41

33

16

24

19

9


30

36

28

15

8


13

�
高　値�

50

46

35

45

33

18

52

49

42

30

17

26
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山村の定住促進に寄与する�
日本産原木しいたけ栽培を応援します�

本　　部　鳥取市富安２丁目96番地　電話　0857－22－6161

鳥取駐在　鳥取市古郡家211番地　　  電話　0857－51－8132

加入できる森林は

加 入 期 間 は

保険金が出るのは

バイオパワー（バチルス・カメリヤ菌）で樹木が甦るZ

植物活性剤　マツエース�
★松・桜、あらゆる樹木、芝等カンタン散布で、効果バツグン。　　　　�
★後楽園・凱旋桜等々で既に使用　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
★松茸林の樹勢回復にも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�

お問い合わせ・ご注文先

㈱あすなろ大阪支社岡山営業所　 TEL・FAX（0 8 6）２２６－８４５０
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林
声
　
平
成
十
三
年
一
月
一
日
（
三
五
五
号
）

編
　
集
　
岡
山
県
庁
林
政
課
内

発
行
人
　
岡
山
県
林
業
改
良
普
及
協
会

緑 豊 か な 自 然 を 守 る

岡山県治山林道協会
本所　〒703－8233  岡山市高屋225－１
　　　　　　　　 TEL（086）271－3711
　　　　　　　　 FAX（086）271－3773
支所　〒708－0884  津山市津山口149－２
　　　　　　　　 TEL（0868）23－7151
　　　　　　　　 FAX（0868）25－2239

　　　　治山・林道事業の普及啓発、技術援助
　　　　治山・林道の調査、測量、設計
　　　　森林整備の総合計画
　　　　治山・林道に係る用地測量
　　　　公共事業に係る保安林業務

社団
法人

－12－


